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(百万円未満、小数点第１位未満切捨て)

１．2019年３月期第３四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年３月期第３四半期 89,940 4.9 26,346 5.1 18,789 0.0

2018年３月期第３四半期 85,695 3.4 25,066 12.4 18,779 25.3

(注) 包括利益 2019年３月期第３四半期 △136,257百万円( －％) 2018年３月期第３四半期 180,883百万円( 78.0％)
　

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2019年３月期第３四半期 248.84 248.38

2018年３月期第３四半期 248.69 248.29
　

(注) 2017年10月１日付で５株を１株に株式併合しております。「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益」については、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算出しておりま
す。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2019年３月期第３四半期 9,343,079 791,636 8.4

2018年３月期 9,478,592 932,365 9.8
(参考) 自己資本 2019年３月期第３四半期 788,884百万円 2018年３月期 929,607百万円
　

(注) 「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除し
て算出しております。なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年３月期 － 6.00 － 30.00 －

2019年３月期 － 30.00 －

2019年３月期(予想) 30.00 60.00
(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

２．2017年10月１日付で５株を１株に株式併合しております。2018年３月期第２四半期末の配当金については、当
該株式併合前の金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。

　
　

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,700 6.5 20,000 3.5 264.86
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注) 詳細は、添付資料P.4「1.四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご
覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年３月期３Ｑ 75,840,688株 2018年３月期 75,840,688株

② 期末自己株式数 2019年３月期３Ｑ 331,927株 2018年３月期 331,939株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期３Ｑ 75,508,953株 2018年３月期３Ｑ 75,512,604株

　
(注) 2017年10月１日付で５株を１株に株式併合しております。「期中平均株式数（四半期累計）」については、前

連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算出しております。
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・四半期決算説明資料は四半期決算短信に添付しております。
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１．四半期連結財務諸表及び主な注記
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部

現金預け金 854,822 750,578

コールローン及び買入手形 47,348 59,617

買入金銭債権 12,847 14,451

商品有価証券 125 177

金銭の信託 48,033 30,052

有価証券 3,077,351 2,867,810

貸出金 5,266,282 5,426,132

外国為替 20,606 33,822

リース債権及びリース投資資産 10,417 10,742

その他資産 55,674 63,831

有形固定資産 78,670 78,179

無形固定資産 2,996 3,002

繰延税金資産 1,471 1,458

再評価に係る繰延税金資産 5 5

支払承諾見返 23,961 25,078

貸倒引当金 △22,021 △21,862

資産の部合計 9,478,592 9,343,079

負債の部

預金 6,878,975 6,947,546

譲渡性預金 920,153 774,957

コールマネー及び売渡手形 26,560 15,540

債券貸借取引受入担保金 303,360 503,041

借用金 110,141 56,846

外国為替 210 143

信託勘定借 － 164

その他負債 41,284 54,746

退職給付に係る負債 30,267 29,858

睡眠預金払戻損失引当金 336 336

偶発損失引当金 916 775

特別法上の引当金 － 0

繰延税金負債 210,059 142,408

支払承諾 23,961 25,078

負債の部合計 8,546,227 8,551,442

純資産の部

資本金 42,103 42,103

資本剰余金 34,332 34,331

利益剰余金 336,148 350,407

自己株式 △1,813 △1,813

株主資本合計 410,771 425,029

その他有価証券評価差額金 523,550 369,421

繰延ヘッジ損益 △1,382 △2,529

土地再評価差額金 △13 △12

退職給付に係る調整累計額 △3,318 △3,023

その他の包括利益累計額合計 518,836 363,855

新株予約権 511 574

非支配株主持分 2,246 2,177

純資産の部合計 932,365 791,636

負債及び純資産の部合計 9,478,592 9,343,079
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

経常収益 85,695 89,940

資金運用収益 60,354 62,501

（うち貸出金利息） 34,071 34,496

（うち有価証券利息配当金） 25,566 26,647

信託報酬 － 1

役務取引等収益 14,139 14,552

その他業務収益 7,797 6,612

その他経常収益 3,404 6,272

経常費用 60,628 63,593

資金調達費用 4,080 6,049

（うち預金利息） 1,953 3,130

役務取引等費用 5,152 5,394

その他業務費用 4,670 4,274

営業経費 45,282 45,408

その他経常費用 1,444 2,467

経常利益 25,066 26,346

特別利益 2,286 68

固定資産処分益 0 68

退職給付制度改定益 2,285 －

特別損失 70 155

固定資産処分損 39 155

減損損失 31 －

金融商品取引責任準備金繰入額 － 0

税金等調整前四半期純利益 27,282 26,258

法人税、住民税及び事業税 4,868 6,877

法人税等調整額 3,354 524

法人税等合計 8,223 7,402

四半期純利益 19,059 18,856

非支配株主に帰属する四半期純利益 279 66

親会社株主に帰属する四半期純利益 18,779 18,789
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

四半期純利益 19,059 18,856

その他の包括利益 161,824 △155,113

その他有価証券評価差額金 160,380 △154,262

繰延ヘッジ損益 400 △1,147

退職給付に係る調整額 1,044 295

四半期包括利益 180,883 △136,257

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 180,473 △136,190

非支配株主に係る四半期包括利益 409 △66

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定して

おります。
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１．2018年度第3四半期の業績
（ 2018年4月1日～2018年12月31日 ）

（１）連結・単体損益の概要

【連結損益】 （百万円）

前年同期比

連結粗利益 67,952 △ 443 68,396
連結経常利益 26,346 1,279 25,066
親会社株主に帰属する四半期純利益 18,789 10 18,779

【単体損益】 （百万円）

前年同期比

業務粗利益 64,204 △ 366 64,570
経常利益 24,283 981 23,302
四半期純利益 17,536 △ 834 18,371

【連単差（子会社寄与分）】 （百万円）

前年同期比

業務粗利益 3,748 △ 76 3,825
経常利益 2,063 298 1,764
四半期純利益 1,252 844 408

2018年度第3四半期決算説明資料

2018年度
第3四半期

2017年度
第3四半期

2018年度
第3四半期

2017年度
第3四半期

2018年度
第3四半期

2017年度
第3四半期

 2018年度第3四半期の連結損益については、連結粗利益は減少したものの、経常利益、 
親会社株主に帰属する四半期純利益は増加し、経常利益が263億円、親会社株主に帰属する 
四半期純利益が187億円となりました。 
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（２）単体損益の状況

(百万円)

前年同期比

 業務粗利益 64,204 △ 366 64,570
 資金利益 56,398 172 56,226
 役務取引等利益 6,634 61 6,573
 その他業務利益 1,171 △ 599 1,770

うち国債等債券損益 841 △ 904 1,745
 経    費 43,746 197 43,549
 一般貸倒引当金繰入額     ① △ 35 △ 35  － 
 業務純益 20,492 △ 528 21,020

 実質業務純益 20,457 △ 563 21,020
 コア業務純益 19,615 340 19,275

 臨時損益 3,791 1,509 2,281
 不良債権処理額　　② 550 434 116
 貸倒引当金戻入益  ③  － △ 28 28

一般貸倒引当金戻入益  － △ 249 249
個別貸倒引当金戻入益  － 220 △ 220

 その他臨時損益 4,341 1,972 2,369
 経常利益 24,283 981 23,302
 特別損益 △ 87 △ 2,302 2,215
 税引前四半期純利益 24,195 △ 1,321 25,517
 法人税等合計 6,658 △ 487 7,145
 四半期純利益 17,536 △ 834 18,371

 与信関連費用　　　 （①＋②－③） 515 427 87

（注）実質業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前の業務純益であります。

　　　コア業務純益とは、実質業務純益から国債等債券損益を除いたものであります。

2018年度
第3四半期

2017年度
第3四半期

    業務粗利益は、資金利益や役務取引等利益は増加したものの、国債等債券損益が 
   減少したことから前年同期比3億円減少の642億円となりました。 
 
    経常利益は前年同期比9億円増加の242億円となった一方で、四半期純利益は、 
   前年同期に特別利益に計上した退職給付制度改定益22億円の剥落により、前年同期比 
   8億円減少の175億円となりました。 
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２．主要勘定の状況　【単体】

(１) 預金・譲渡性預金

(億円)

増減額 増減率

 預  金 69,539 1,254 1.8% 68,285 69,851

 譲渡性預金 7,964 △ 219  △ 2.6% 8,183 8,746

 預金・譲渡性預金 77,504 1,035 1.3% 76,469 78,598

 うち個人 47,223 1,682 3.6% 45,540 46,152

(２) 貸出金

(億円)

増減額 増減率

　貸出金 54,356 3,007 5.8% 51,349 53,991

うち中小企業等貸出金 35,818 1,190 3.4% 34,628 35,690

うち中小企業向け貸出金 20,103 407 2.0% 19,695 20,133

　住宅ローン 16,670 718 4.5% 15,952 16,519

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末2017年12月末比

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末2017年12月末比

73,628  

76,469  

77,504  

72,000

74,000

76,000

78,000

80,000

2016年12月末 2017年12月末 2018年12月末 

（億円） 

44,003  

45,540  

47,223  

43,000

44,000

45,000

46,000

47,000

48,000

2016年12月末 2017年12月末 2018年12月末 

（億円） 

48,197  

51,349  

54,356  

44,000

46,000

48,000

50,000

52,000

54,000

56,000

2016年12月末 2017年12月末 2018年12月末 

32,700  

34,628  

35,818  

31,000

32,000

33,000

34,000

35,000

36,000

37,000

2016年12月末 2017年12月末 2018年12月末 

中小企業等貸出金 貸出金 （億円） （億円） 

預金・譲渡性預金 個人預金 

  預金・譲渡性預金につきましては、個人を中心に堅調に増加し、期末残高は2017年12月末比 
 1,035億円増加の7兆7,504億円となりました。 

 貸出金につきましては、個人・法人向けともに積極的な対応に努めました結果、2017年12月末比 
3,007億円増加の5兆4,356億円となりました。 
 また、中小企業等貸出金は2017年12月末比1,190億円増加の3兆5,818億円となりました。 
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(３) 有価証券

(億円)

増減額 増減率

 有価証券 28,714 △ 2,598  △ 8.2% 31,313 30,834

 債    券 21,605 △ 379  △ 1.7% 21,985 21,668

 株    式 7,109 △ 2,219  △ 23.7% 9,328 9,166

 （うち評価差額） 5,295 △ 2,326  △ 30.5% 7,622 7,373

 評価差額除く有価証券 23,418 △ 272  △ 1.1% 23,691 23,461

(４) 預かり資産等

 〈 残高 〉 (億円)

 投信＋京銀証券預かり資産残高 2,587

 投 資 信 託 1,925

 京 銀 証 券 661

 外 貨 預 金 159

 国 債 等 780

（注）外貨預金は、個人外貨定期預金残高を記載。国債等は、個人向け残高を記載。

 〈 期中販売額 〉 (億円)

 投 資 信 託

 金 融 商 品 仲 介

 保 険

（注）保険は、一時払の個人年金保険および終身保険の販売額合計を記載。

2018年9月末

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末2017年12月末比

391 439

370 382

154 153

2018年度
第3四半期

△ 12    

2017年度
第3四半期前年同期比

△ 48    

1    

2,512 2,329

1,747 1,908

764 421

142 133

763 833

2017年12月末
2017年12月末比

182    

△ 160    

9    

△ 70    

343    

2018年12月末

(単位：件)

0 1,010△ 1,010    

  有価証券につきましては、市場動向を注視しつつ、適切な運用に努めました結果、評価差額を 
除いたベースの残高は2兆3,418億円となりました。 

  投信＋京銀証券預かり資産残高につきましては、2017年12月末比182億円増加の2,512億円となりました。 
また、期中販売額につきましては、投資信託は391億円、金融商品仲介は370億円、保険は154億円となりました。 
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３．健全性の状況

（１）時価のある有価証券の評価差額（含み益）　【単体】

（２）不良債権の状況　【単体】

金融再生法開示債権の推移

（億円)

81 10 71 67

危険債権 595 △ 51 647 608

要管理債権 64 60 4 63

  開示債権合計 742 19 722 740

   開示債権比率 1.35% △ 0.04 % 1.39% 1.35%

　

710 14 696 714

 開示債権比率 1.29% △ 0.05 % 1.34% 1.31%

 ＜部分直接償却後＞
  開示債権合計

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

2017年12月末比

（億円）

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末

評価差額 評価差額 評価差額

評価益 評価損 評価益 評価損 評価益 評価損

5,295 5,478 182 7,622 7,695 73 7,373 7,478 104

株式 5,206 5,242 35 7,405 7,407 1 7,229 7,235 5

債券 202 209 6 219 239 20 148 182 33

その他 △ 113 27 140 △ 2 48 50 △ 4 60 65

（注）

その他有価証券

満期保有目的の債券、時価のある子会社・関連会社株式は該当ありません。

自己資本比率（国内基準）の2018年12月末実績につきましては、算出次第公表いたします。 

  2018年12月末の時価のある有価証券の評価差額（含み益）は、5,295億円と引き続き高水準を 
 維持しております。 

    2018年12月末の金融再生法開示債権残高につきましては742億円となり、開示債権比率は 
   2017年12月末比0.04％改善し1.35％となりました。 
    また、部分直接償却を実施した場合の開示債権残高は710億円、開示債権比率は2017年12月末比 
   0.05％改善し1.29％となりました。 
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